
水
野
先
生

年
譜
お
よ
び
著
作
目
録

年

譜

昭
和

九
年

昭
和
二
二
年

昭
和
二
五
年

昭
和
二
八
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
七
年

五 五 四 四 三 四 三 三 三 三 八
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

 

昭
和
四
四
年

一
〇
月

昭
和
四
九
年

一
〇
月

昭
和
五
四
年

昭
和
五
八
年

昭
和
六

一
年

平
成

二
年

平
成

三
年

平
成

五
年

四 四 六 四 四 四
月 月 月 月 月 月

一
四
日
、
大
阪
府
大
阪
市
に
生
ま
れ
る
。

奈
良
県
田
原
本
町
田
原
本
小
学
校
卒
業

大
阪
市
立
東
中
学
校
卒
業

大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校
卒
業

大
阪
学
芸
大
学
中
学
四
年
課
程
卒
業

同
志
社
大
学
大
学
院
修
士
課
程
入
学

(日
本
文
化
史
学
コ
ー
ス
)

同
志
社
大
学
大
学
院
修
士
課
程
中
退

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

(現

・
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究
所
)
非
常
勤
研
究
員

大
阪
府
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
非
常
勤
職
員

元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
室

(現

・
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
)
室
長

滋
賀
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(
の
ち
文
化
財
保
護
課
)
技
師

(埋
蔵
文
化
財

・
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
担
当
)

大
阪
府
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(
の
ち
文
化
財
保
護
課
)
主
査

(埋
蔵
文
化
財

・
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
担
当
)

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
調
査
官

(埋
蔵
文
化
財
担
当
)

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
助
教
授

(文
化
財
学

・
考
古
学
担
当
)

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
教
授

奈
良
大
学
教
務
部
長

(平
成
二
年
三
月
ま
で
)

日
本
文
化
財
科
学
会
理
事

(平
成
五
年
六
月
ま
で
)

奈
良
大
学
文
学
部
長

(平
成
六
年
三
月
ま
で
)

奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
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平
成

五
年

平
成

五
年

平
成

平
成

六
年

平
成

一
〇
年

平
成

一
二
年

平
成

一
二
年

平
成

一
四
年

平
成

一
七
年

四
月

五
月

五
年
十

一
月

三 六 四 四 四 四

月 月 月 月 月 月

奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
文
化
財
史
料
学
専
攻
担
当

学
校
法
人
正
教
学
園

(現

・
奈
良
大
学
)
理
事

四
日
市
市
立
博
物
館
館
長

(平
成
六
年
三
月
ま
で
)

奈
良
大
学
学
長

(平
成

一
〇
年
三
月
ま
で
)

奈
良
大
学
学
長
再
任

(平
成

一
二
年
三
月
ま
で
)

大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
理
事
長

全
国
埋
蔵
文
化
財
法
人
連
絡
協
議
会
会
長

日
本
文
化
財
科
学
会
会
長

奈
良
大
学
退
職

そ
の
他
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
評
議
員

.
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
評
議
員

・
大
阪
市
文
化
財
協
会
評
議
員

・
大
阪
市
環
境
影
響
評
価
審
査
委
員

・
大
阪
府
環
境
影
響
評
価

審
査
委
員

.
奈
良
県
古
都
風
致
保
全
審
議
会
委
員

・
日
本
考
古
学
協
会
全
国
委
員

・
奈
良
県
二
〇

一
〇
年
委
員
会
委
員

・
奈
良
市
都
市
景
観
審
議
会
委
員

・
守
口
市
文
化
財

審
議
会
委
員

・
交
野
市
文
化
財
審
議
会
委
員

・
羽
曳
野
市
文
化
財
審
議
会
委
員

・
堺
市
文
化
財
審
議
会
委
員
等
を
歴
任
。
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主

要

著

作

目

録

単
行
本

『日
本
原
始
美
術
大
系
』
第
三
巻

土
偶
と
埴
輪

(永
峯
光

一
と
共
著
)

『図
説

発
掘
が
語
る
日
本
史
』
第
四
巻

近
畿
編

(編
者
)

『四
日
市
市
史

第
二
巻

史
料
編

考
古
1
』

(岡
田
登

・
小
玉
道
明

・
八
賀
晋
と
共
編
)

『古
代
を
考
え
る

河
内
飛
鳥
』
(門
脇
禎
二
と
共
編
)

『交
野
市
史

考
古
編
』
(編
著
)

『古
代
を
考
え
る

近
江
』
(編
著
)

単
行
本
所
収

縄
文
の
社
会

群
集
墳
と
古
墳
の
終
焉

埴
輪
芸
能
論

木
工
の
世
界

埴
輪
は
語
る

戯
画

祭
礼
と
儀
礼

埴
輪
体
系
の
把
握

群
集
墳
の
構
造
と
性
格

古
墳
と
国
家
の
成
立
ち

古
事
記
と
考
古
学

土
偶

難
波
長
柄
豊
碕
宮
前
後
の
呪
的
環
境

昭
和
五
二
年

七
月

昭
和
六
〇
年

一
二
月

昭
和
六
三
年

三
月

平
成

元
年

一
〇
月

平
成

四
年

三
月

平
成

四
年

五
月

昭
和
四
四
年

四
月

昭
和
四
五
年

一
月

昭
和
四
六
年

二
月

昭
和
四
六
年

九
月

昭
和
四
八
年

三
月

昭
和
四
九
年

九
月

昭
和
四
九
年

九
月

昭
和
四
九
年

一
〇
月

昭
和
五
〇
年

五
月

昭
和
五
二
年

九
月

昭
和
五
四
年

三
月

昭
和
五
六
年

三
月

講
談
社

新
人
物
往
来
社

四
日
市
市

吉
川
弘
文
館

交
野
市

吉
川
弘
文
館

『日
本
文
化
の
歴
史
』
第

一
巻

大
地
と
呪
術

学
習
研
究
社

『古
代
の
日
本
』
第
五
巻

近
畿

角
川
書
店

『古
代
の
日
本
』
第
二
巻

風
土
と
生
活

角
川
書
店

『新
版
考
古
学
講
座
』
第
九
巻

特
論

(中
)

雄
山
閣
出
版

『日
本
の
歴
史
』
第

一
巻

古
代
の
日
本

研
秀
出
版

『古
代
史
発
掘
』
第

一
〇
巻

都
と
む
ら
の
く
ら
し

講
談
社

『古
代
史
発
掘
』
第

一
〇
巻

都
と
む
ら
の
く
ら
し

講
談
社

『古
代
史
発
掘
』
第
七
巻

埴
輪
と
石
の
造
形

講
談
社

『古
代
史
発
掘
』
第
六
巻

講
談
社

『日
本
古
代
文
化
の
探
求

古
事
記
』

社
会
思
想
社

『
日
本
の
原
始
美
術
』
五

講
談
社

『難
波
宮
趾
の
研
究
』
七

論
考
編

(財
)
大
阪
市
文
化
財
協
会
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滋
賀
郡

の
文
物
1
そ

の
二
、
三
の
語
り
ー

ま
じ
な

い

群
集
墳

の
な
ぞ

日
想
観

土
偶
ー

そ
の
世
界
ー

人
面
墨
書
土
器
1
そ

の
世
界

人
形
ー

そ
の
世
界
ー

弓
矢
射
放

つ
呪
作
1

そ
の
瞥
見
録
-

坂
上
田
村
麿
将
軍
剣
と
そ
の
流
転

前
方
後
円
墳
と
天
皇
陵

縄
文
集
落

の
構
造
と
他
界
観

漢
礼
ー
道
教
的
世
界
の
受
容

荒
神
谷
銅
剣
群
ー

そ
の
語
り
と
理
解

古
代

の
ま
じ
な
ひ
世
界
-
穰
災

・
招
福

・
呪
咀

生
者
と
死
者

の
織
り
な
す
古
代

ー

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
か
ら
太
朝
臣
安
万
侶
墓
に
至
る
道
-

歴
史
時
代

弥
生
時
代
の
政
治
構
造

日
韓
両
国
墳
墓
鎮
祭
呪
儀

の
成
立
と
展
開

古
代
人
と
神

々

点
描

紀
伊

の
海

・
う
み

・
海

日
本

の
鬼

・
中
世

の
鬼

な
ぜ
河
内

に

「天
皇
陵
」
が
集
ま
る
の
か

「藤
森
栄

一
」
論

昭
和
五
六
年

四
月

昭
和
五
六
年

五
月

昭
和
五
六
年

一
〇
月

昭
和
五
七
年

五
月

昭
和
五
七
年

一
〇
月

昭
和
五
七
年

一
〇
月

昭
和
五
七
年

一
〇
月

昭
和
六
〇
年

九
月

昭
和
六
〇
年

一
二
月

H召 日召 日召H召 日召H召

和 和 和 和 和 和
⊥ ユ ー ⊥ 」一.一 」_▲ ⊥
ノ　 ノ　 ノ　 ノ　 ノ　 ノ　

一一 一・ 一 一・ 一・ ○

年 年 年 年 年 年

五 三 三 二_三
月 月 月 月 月 月

 

昭
和

六

一
年

八
月

昭
和

六

一
年

九
月

昭
和
六
三
年

一
月

昭
和
六
一二
年

二
月

昭
和
六
三
年

五
月

昭
和
六
一二
年

七
月

昭
和
⊥ハ
三
年

九
月

昭
和

六
三
年

二

月

『滋
賀
考
古
学
論
叢
』
第

一
集

滋
賀
県
考
古
学
論
叢
刊
行
会

『口
本
城
郭
大
系
』
別
巻
二

新
人
物
往
来
社

『古
墳
の
謎
を
探
る
』

帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
室

『考
古
学
論
考
小
林
行
雄
博
十
古
希
記
念
論
文
集
』

平
凡
社

『古
代
の
顔
』
開
館
10
周
年
記
念
特
設
展
図
録

福
岡
市
立
歴
史
資
料
館

『古
代
の
顔
』
開
館
10
周
年
記
念
特
設
展
図
録

福
岡
市
立
歴
史
資
料
館

『古
代
の
顔
』
開
館
10
周
年
記
念
特
設
展
図
録

福
岡
市
立
歴
史
資
料
館

『兵
庫
市
の
研
究
松
岡
秀
夫
傘
寿
記
念
論
文
集
』

神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー

『日
高
見
国
』
菊
地
啓
治
郎
学
兄
還
暦
記
念
論
集

菊
地
啓
治
郎
学
兄
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会

『古
墳
の
起
源
と
天
皇
陵
』

帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所

『村
の
構
造
と
他
界
観
』

雄
山
閣

『日
本
歴
史
考
古
学
を
学
ぶ
』
中

有
斐
閣

『銅
剣
蹴
本
、
銅
鐸
6
個
、
銅
矛
16
本
の
謎
に
迫
る
』

斐
川
町

『朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス

五
八

神
と
人
古
代
信
仰
の
源
流
』

大
阪
書
籍

『日
本
古
代
史
』
宇
宙

へ
の
祈
り

古
代
人
の
心
を
読
む

第
三
巻

集
英
社

『岩
波
講
座

日
本
考
古
学
』
別
巻

一

岩
波
書
店

『弥
生
文
化
の
研
究
』
第
九
巻

弥
生
時
代
の
社
会

雄
山
閣
出
版

『高
井
悌
三
郎
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
歴
史
学
と
考
古
学
』

真
陽
社

『図
説
検
証
原
像
日
本
』
第
二
巻

生
活
と
習
慣

大
地
に
根
づ
く
日
々

『求
眞
能
道

巽
三
郎
先
生
古
希
記
念
論
集
』

歴
文
堂
書
店

『石
の
鬼
』

朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

『再
検
討

「河
内
王
朝
」
論
』

六
興
出
版

『弥
生
文
化
の
研
究
』
第

一
〇
巻

研
究
の
歩
み

雄
山
閣
出
版

旺
文
社
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外
来
文
物
と
思
想

道
教
的
世
界
-
陰
陽
道
世
界

淀
江
と
九
州
1
そ
の
つ
な
が
り

弥
生
人
の
す
ま
い
と
精
神
生
活

弥
生
時
代
の
宗
教

山
と
丘
の
神
ま
つ
り

考
古
学
か
ら
見
た
古
代
の
国
際
交
流
-
倭
国
の
門
戸

・
河
内
潟
渡
来
文
化
1

「
荒
神
谷
青
銅
器
群
」
埋
納
遺
構
の
検
討

弥
生
時
代
の
ま
つ
り

上
淀
廃
寺
の
語
る
も
の

(監
修
)

「
土
」
と
地
鎮
と

上
淀
廃
寺
彩
色
壁
画
の
謎
を
追
う

「名
」
と
ま
じ
な
ひ
ー
そ
の
瞥
見
録

峯
ヶ
塚
古
墳
の
歴
史
的
意
義

古
代
渡
来
人
の
桧
舞
台
-
滋
賀
郡

小
林
先
生
1
そ
の
ひ
と
こ
ま

・
ひ
と
こ
ま

古
代
の
造
形
と
美

ま
じ
な
ひ
の
文
化
史

古
墳
文
化
の
変
遷

古
墳
祭
祀
と
大
型
古
墳

四
天
王
寺

・
飛
鳥
寺

・
法
隆
寺
の
考
古
学

平
成

二
年

三
月

平
成

二
年

三
月

平
成

二
年

一
二
月

平
成

三
年

二
月

平
成

三
年

二
月

平
成

三
年

三
月

平
成

三
年

=

月

平
成

四
年

三
月

平
成

四
年

四
月

平 平 平 平 平 平
成 成 成 成 成 成

五 五 五 五 四 四
年 年 年 年 年 年

九 七 四 三 七 五
月 月 月 月 月 月

平 平 平 平 平 平
成 成 成 成 成 成

七 七 六 六 六 六
年 年 年 年 年 年

四 三 三 六 二 二
月 月 月 月 月 月

『大
阪
府
史
』
第
二
巻

古
代
編
H

大
阪
府

『大
阪
府
史
』
第
二
巻

古
代
編
H

大
阪
府

『古
代
石
馬
と
大
陸
文
化
』

淀
江
町

『弥
生
時
代
の
堀
立
柱
建
物
』
本
編

埋
蔵
文
化
財
研
究
会
第
29
回
研
究
集
会
実
行
委
員
会

『弥
生
文
化
博
物
館
研
究
叢
書
-
弥
生
文
化
-
弥
生
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ
る
』

平
凡
社

『古
墳
時
代
の
研
究
』
第
三
巻

生
活
と
祭
祀

雄
山
閣
出
版

『大
阪
の
国
際
交
流
史
』

東
方
出
版

『平
井
尚
志
先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
孜
』
第
H
集

大
阪

・
郵
政
考
古
学
会

『大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
図
録

四

弥
生
の
神
々
1
祭
り
の
源
流
を
探
る
』

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館

平
成
四
年
度
春
季
特
別
展

『上
淀
廃
寺
と
彩
色
壁
画
概
報
』

吉
川
弘
文
館

『長
岡
京
古
文
化
論
叢
』
H

三
星
出
版

『上
淀
廃
寺
彩
色
壁
画
の
謎
を
追
う
』

淀
江
町

『論
苑
考
古
学
』

天
山
舎

『河
内
古
市
古
墳
群
峯
ヶ
塚
古
墳
概
報
』

吉
川
弘
文
館

『大
津
市
市
制
九
五
周
年
記
念
特
別
展

古
代
の
宮
都
に
よ
み
が
え
る
大
津
京
-
飛
鳥

か
ら
大
津

へ
、
天
智
は
、
近
江
に
何
を
求
め
た
か
ー
』

大
津
市
歴
史
博
物
館

『小
林
行
雄
先
生
追
悼
録
』

天
山
舎

『芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
五

日
本
の
美
術
』

董
草
圭
旦
房

『ま
じ
な
ひ
の
文
化
史
』

水
野
正
好
教
授
の
学
長
就
任
を
祝
う
会

『宝
塚
と
古
墳
文
化
』

宝
塚
市
教
育
委
員
会

『大
型
古
墳
の
出
現
と
謎
の
5
世
紀
』

東
広
島
市

『四
天
王
寺
』

四
天
王
寺
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羽
曳
野
を
語
る

天
皇
陵
の
考
古
学

大
村
俊
夫
さ
ん

・
そ
の
ひ
と
こ
ま

・
ひ
と
こ
ま

上
淀
廃
寺
復
元

考
古
学
か
ら
見
た
災
害
と
復
興

大
神
神
社
成
立
前
後
史

い
ま
真
実
を
語
る
ハ
ニ
ワ
た
ち

古
墳
時
代
の
宗
教
構
造
と
そ
の
空
間

大
岩
山
銅
鐸
の
発
見

・
そ
の
後

倭
国

・
女
王
国

・
卑
弥
呼

夢
誘
う
紀
伊
国

日
本
に
文
字
が
来
た
こ
ろ
1
出
土
文
字
が
語
る
古
代

世
界
遺
産
条
約
と
文
化
財
保
存

士
]代
の
天
皇
と
宮
坐
を
語
る

先
生
奥
様

]
層
お
元
気
で

近
時
所
見

の
資
料

の

一
、
二

佐
原
真
さ
ん
の
遺
し
た
も

の

平
成

七
年

一
一
月

平
成

七
年

一
一
月

平
成

七
年

一
一
月

平
成

七
年

一
一
月

平
成

七
年

一
二
月

平
成

九
年

六
月

平
成

九
年

八
月

平
成

二

年

三
月

平
成

一
一
年

一
〇
月

平
成

二

年

二

月

平
成

三

年

一
〇
月

平
成

一
二
年

四
月

平
成

一
二
年

一
〇
月

平
成

一
三
年

一
〇
月

平
成

一
四
年

一
二
月

平
成

一
四
年

=

一月

平
成

一
四
年

一
二
月

『考
古
学
を
学
ぶ
』

羽
曳
野
市
教
育
委
員
会

『
い
ま
真
実
を
語
る
ハ
ニ
ワ
た
ち
』

高
槻
市
教
育
委
員
会

『大
村
俊
夫
さ
ん
追
悼
録
』

追
悼
録
刊
行
会

『古
代
日
本
海
交
流
』

鳥
取
県

『考
古
学
か
ら
災
害
復
興
を
考
え
る
』

大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『神
奈
備

・
大
神

・
三
輪
明
神
』

東
方
出
版

『継
体
天
皇
と
今
城
塚
古
墳
』
吉
川
弘
文
館

『祭
祀
空
間

・
儀
礼
空
間
』

雄
山
閣

『銅
鐸
と
邪
馬
台
国
』

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版

『邪
馬
台
国
と
安
満
宮
山
古
墳
』

吉
川
弘
文
館

『謎
の
古
代
豪
族
紀
氏
』

清
文
堂

『古
代
日
本
の
文
字
世
界
』

大
修
館
書
店

『世
界
遺
産
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』

世
界
思
想
社

『古
代
の
天
皇
の
都
を
さ
ぐ
る
』

永
田
思
文
堂

『藤
澤

一
夫
先
生
卒
寿
記
念
論
文
集
』
藤
澤

一
夫
先
生
卒
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会

・

帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所

『摂
河
泉
と
そ
の
周
辺
の
考
古
学
』

藤
井
直
正
氏
の
古
稀
を
祝
う
会

『追
悼
-
佐
原
真
さ
ん
の
ご
逝
去
を
悼
む
』

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
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学
術
雑
誌
等
所
収

桧
隈
坂
合
陵

延
暦
寺
西
塔
堂
坊
跡
群
の
発
掘
調
査

書
評

田
中
日
佐
夫

『
二
上
山
』

環
状
組
石
群
の
意
味
す
る
も
の

縄
文
時
代
集
落
復
原

へ
の
基
礎
的
操
作

昭
和
三
〇
年

昭
和
四

一
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
四
年

三 四 三 七 六
月 月 月 月 月

「私
た
ち
の
考
古
学
」
第
五
号

考
古
学
研
究
会

「仏
教
藝
術
」
第
六

一
号

毎
日
新
聞
社

「立
命
館
文
学
」
第
二
七
三
号

立
命
館
人
文
学
会

「信
濃
」
第
二
〇
巻
第
四
号

信
濃
史
学
会

「古
代
文
化
」
第
二

一
巻
第
三

・
四
号

古
代
学
協
会



帰
化
人
の
墳
墓
ー
滋
賀
郡
に
お
け
る
漢
人
系
帰
化
氏
族
を
め
ぐ

っ
て
ー

な
ぜ
縄
文
時
代
集
落
論
は
必
要
な
の
か

滋
賀
郡
所
在
の
漢
人
系
帰
化
氏
族
と
そ
の
墓
制

漢
人
氏
族
の
古
墳
を
め
ぐ

っ
て

和
泉
ー
紀
淡
の
海

古
墳
発
生
の
論
理

(
1
)

外
来
系
氏
族
と
竈
の
信
仰

抄
訳

中
国
火
葬
墓

(
1
)

び
わ
湖

大
中
の
湖
南
遺
跡
を
発
掘
し
て

抄
訳

中
国
火
葬
墓

(
2
)

東
浅
井
郡
湖
北
町
今
西
発
見
組
合
式
石
棺

群
集
墳
の
群
構
造
と
そ
の
性
格

ー
小
野
市
東
野
中
番
地
区
古
墳
群
を
め
ぐ
る
分
析
-

土
偶
祭
式
の
復
原

縄
文
時
代

集
落

雲
雀
山
東
尾
根
中
古
墳
群
の
群
構
造
と
そ
の
性
格

倉
治
古
墳
群
の
群
構
造
と
性
格

河
内
国
分
寺

等
身
の
人
形
代

竹
筒
を
残
し
た

一
井
と
そ
の
秘
呪

埴
輪
に
見
る
古
代
日
本
人

淡
海
を
め
ぐ
る
往
生
の
思
惟

近
江
国
衙
総
論

伊
場
放
生
木
簡
の
顕
現

三
宝
荒
神
府
と
天
中
の
呪
句

昭
和
四
四
年

一
〇
月

昭
和
四
五
年

三
月

昭
和
四
五
年

三
月

昭
和
四
六
年

二
月

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

三
月

昭
和
四
七
年

三
月

昭
和
四
八
年

二
月

昭
和
四
八
年

七
月

昭
和
四
八
年

一
一
月

昭
和
四
九
年

一
月

昭
和
四
九
年

三
月

昭
和
四
九
年

四
月

昭
和
四
九
年

一
〇
月

昭
和
四
九
年

一
一
月

昭
和
五
〇
年

三
月

昭
和
五
〇
年

九
月

昭
和
五

一
年

四
月

昭
和
五

一
年

六
月

昭
和
五

一
年

八
月

昭
和
五

一
年

一
二
月

昭
和
五
二
年

三
月

昭
和
五
二
年

五
月

昭
和
五
二
年

五
月

「
月
刊
文
化
財
」
第
七
三
号

第

一
法
規
出
版

「
歴
史
教
育
」
第

一
八
巻
第
三
号

日
本
書
院

『滋
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
四
冊

滋
賀
県
教
育
委
員
会

「
ア
ジ
ア
文
化
」
第
八
巻
第
二
号

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

「和
泉
古
代
文
化
研
究
会
報
」
第
六
～

一
〇

・
一
二
巻

和
泉
古
代
文
化
研
究
会

「考
古
学
研
究
」
第

一
八
巻
第
四
号

考
古
学
研
究
会

「大
阪
府
の
歴
史
」
第
二
号

大
阪
府
史
編
集
室

「古
代
研
究
」
第

一
号

(財
)
元
興
寺
仏
教
民
俗
研
究
所
考
古
学
研
究
室

「近
江
郷
土
史
研
究
」
第

一
巻
第
三
号

近
江
考
古
学
研
究
会

「古
代
研
究
」
第
二
号

(財
)
元
興
寺
仏
教
民
俗
研
究
所
考
古
学
研
究
室

「近
江
郷
土
史
研
究
」
第
二
巻
第

一
号

近
江
考
古
学
研
究
会

『小
野
市
文
化
財
調
査
報
告
書
高
山
古
墳
群
調
査
報
止呈
日』
第
六
冊

小
野
市
教
育
委
員
会

「信
濃
」
第
二
六
巻
第
四
号

信
濃
史
学
会

「考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第

一
〇
〇
号

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

「古
代
研
究
」
第
四
号

(財
)
元
興
寺
仏
教
民
俗
研
究
所
考
古
学
研
究
室

『倉
治
古
墳
群
発
掘
調
査
概
要
』

交
野
市
古
文
化
同
好
会

「仏
教
藝
術
」
第

一
〇
三
号

毎
日
新
聞
社

「京
都
考
古
」
第
二

一
号

京
都
考
古
刊
行
会

「草
戸
千
軒
」
第
四
巻
第
二
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

「歴
史
読
本
」
第
二

一
巻
第

一
一
号

新
人
物
往
来
社

「近
江
地
方
史
研
究
」
第
四
号

近
江
地
方
史
研
究
会

『滋
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
冊

滋
賀
県
教
育
委
員
会

「
三
浦
古
文
化
」
第
二
一
号

三
浦
古
文
化
研
究
会

「草
戸
千
軒
」
第
五
巻
第
二
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
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埴
輪
弾
琴
像
幻
想

千
葉
県
江
原
大
遺
跡
発
見
の
人
面
墨
描
土
器
と
そ
の
世
界

(田
村
言
行
と
の
共
著
)

南
滋
賀
町
廃
寺
跡
試
論

河
州
丹
南
八
上
郡
境
長
和
寺
小
考

埋
甕
祭
式
の
復
元

ま
じ
な
い
世
界
研
究
の
復
権

金
貴
大
徳
の
呪
句
と
埋
井
の
呪
儀

「語
り
の
考
古
学
」

へ
の
道

西
ノ
庄
中
世
集
落
の
構
造
と

一
呪
符

区
画
整
理
と
文
化
財
の
保
護

コ
メ
ン
ト

(長
野
県
与
助
尾
根
遺
跡
の
統
計
学
的
分
析
に
対
す
る
)

五
大
力
菩
薩
の
呪
句
と
そ
の
世
界

七
福
神
の
信
仰
と
そ
の
呪
術

ま
じ
な
ひ
の
考
古
学

・
事
始

(イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
)

も
う

一
つ
の
銅
鐸
観
-
細
片
の
よ
び
か
け
に
こ
た
え
て
ー

足
と
足
跡
の
語
る
も
の
ー
そ
の
印
象
と
造
形
の
考
古
学
i

発
掘
さ
れ
た
原
始

・
古
代
の
コ
ト
の
い
ろ
い
ろ

『琴
歌
譜
以
前
の
コ
ト
』

八
万
四
千
六
百
五
十
四
神
王
呪
符
の
語
り

古
代
の
笑
ひ
に

日
本
古
代
琴
資
料
集
成

(昭
和
五
四
年
度
)

太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
の
周
辺

縄
文
時
代
集
落
の
領
域
構
造

一
九
七
八
年
度
の
日
本
考
古
学

中

・
近
世
考
古
学
へ
の
語
り
か
け

昭
和
五
二
年

一
〇
月

「
月
刊
文
化

財
」
第

一
六
九
号

第

一
法
規
出
版

昭
和
五
三
年

一
月

「
月
刊
文
化

財
」
第

一
七
二
号

第

一
法
規
出
版

B召 日召 日召 口召 日召H召 昭

禾ロ 禾口 禾口 禾ロ 禾ロ 禾ロ 禾ロ
五 五 五 五 五 五 五

年 年 年 年 年 年 年

六 五 四 四 四 三 三
月 月 月 月 月 月 月

 

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

一

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

一

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

四 三 二 二 八 三 三 一 二 八 八 八 六 六
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

『滋
賀
県
文
化
財
調
査
年
報
』
昭
和
五

一
年
度

滋
賀
県
教
育
委
員
会

「美
原
の
文
化
財
」
第
三
号

美
原
町

「信
濃
」
第
三
〇
巻
第
四
号

信
濃
史
学
会

「
日
本
歴
史
」
第
三
五
九
号

吉
川
弘
文
館

「草
戸
千
軒
」
第
六
巻
第

一
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

「考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第

一
四
八
号

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

「和
歌
山
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
」
第

一
一
号

(社
)
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会

「区
画
整
理
」
第
五
三
巻
第
六
号

区
画
整
理
協
会

「季
刊
人
類
学
」
第
九
巻
第
二
号

講
談
社

「季
刊
ど
る
め
ん
」
第

一
八
号

J
I
C
C
出
版

「季
刊
ど
る
め
ん
」
第

一
八
号

J
I
C
C
出
版

「季
刊
ど
る
め
ん
」
第

一
八
号

J
I
C
C
出
版

「日
本
歴
史
」
第
三
六
七
号

吉
川
弘
文
館

「月
刊
文
化
財
」
第

一
八
四
号

第

一
法
規
出
版

「季
刊
邦
楽
」
第

一
八
号

邦
楽
社

「古
代
研
究
」
第

一
八
号

(財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
考
古
学
研
究
室

「月
刊
文
化
財
」
第

一
九

一
巻

第

一
法
規
出
版

「奈
良
大
学
紀
要
」
第
八
号

奈
良
大
学

「盾
列
」
第
六
号

奈
良
大
学
考
古
学
研
究
会

「広
域
遺
跡
保
存
対
策
」
第
三
号

文
化
庁

「日
本
考
古
学
年
報
」
第
三

一
集

一
九
七
八
年
度

日
本
考
古
学
協
会

・



琴
の
誕
生
と
そ
の
展
開

彼
岸

へ
赴
く
夕
日
に
1

一
つ
の
視
座
か
ら
み
た
遺
跡
ー

屋
敷
と
家
屋
の
ま
じ
な
い
に

池
尻
古
墳
群
の
群
構
造
と
そ
の
性
格

近
江
銅
鐸

ま
じ
な
ひ
札
の
世
界
に

「布
瑠
部
由
良
由
良
」
の
考
古
学

鎮
井
祭
り
の
周
辺

福
徳
1
そ
の
心
の
考
古
学

屋
敷
地
取
作
法
と
地
鎮
の
考
古
学

-
高
野
山
宝
性
院
跡
発
見
の
遺
構
を
め
ぐ

っ
て
ー

道
成
寺
の
発
掘
調
査

触
稜
札
と
神
事
札
と

座
談
会

「弥
生
文
化
に
見
る
日
本
人
の
精
神
文
化
の
源
流
」

弥
生
時
代
の
ま
つ
り
ー
そ
の
成
立
と
展
開

竃
形
-
日
本
古
代
竃
神
の
周
辺

釘

・
釘
う
つ
呪
作
1
そ
の
瞥
見
録

日
本
の
古
代
都
市
-
平
城
京

道
教
的
世
界

-
漢
礼
か
ら
み
た
道
教
的
思
想

斎
宮
1
そ
の
喜
び
と
悲
し
み

馬

・
馬

・
馬
1
そ
の
語
り
の
考
古
学

伊
賀
の
石
造
湯
槽
と
湯
屋
谷
と
1
俊
乗
坊
重
源
と
中
世
沐
浴
の
世
界
-

中
世
1
ま
じ
な
ひ
世
界
の
語
り
か
け

屋
敷
と
家
屋
の
安
寧
に

前
方
後
円
墳
の
成
立

昭
和
五
五
年

六
月

昭
和
五
五
年

八
月

昭
和
五
五
年

一
〇
月

昭
和
五
五
年

一
二
月

昭
和
五
六
年

九
月

昭
和
五
六
年

一
二
月

昭
和
五
六
年

一
二
月

昭
和
五
六
年

一
二
月

昭
和
五
七
年

三
月

昭
和
五
七
年

三
月

昭
和
五
七
年

五
月

昭
和
五
七
年

六
月

昭
和
五
七
年

九
月

昭
和
五
七
年

九
月

昭
和
五
七
年

一
〇
月

昭
和
五
七
年

一
二
月

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

九 五 三 三 ニ ー・
月 月 月 月 月 月

 

昭
和
五
八
年

一
二
月

昭
和
五
九
年

一
月

「考
古
学
雑
誌
」
第
六
六
巻
第

一
号

日
本
考
古
学
会

「文
化
庁
月
報
」
第

一
四
三
号

ぎ
ょ
う
せ
い

「草
戸
千
軒
」
第
八
巻
第
七
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

「奈
良
大
学
紀
要
」
第
九
号

奈
良
大
学

「文
化
財
教
室
シ
リ
ー
ズ
」
第
四
八
号

(財
)
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

「月
刊
文
化
財
」
第
二

一
九
号

第

一
法
規
出
版

「信
濃
」
第
三
三
巻
第

一
二
号

信
濃
史
学
会

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
〇
号

奈
良
大
学

「文
化
財
学
報
」
第

一
集

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

『高
野
山
発
掘
調
査
報
告
書

奥
之
院

・
宝
性
院
跡

・
東
塔
跡

・
大
門
』

(財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
考
古
学
研
究
室

「仏
教
藝
術
」
第

一
四
二
号

毎
日
新
聞
社

「
元
興
寺
文
化
財
研
究
」
第
九
号

(財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

「
歴
史
公
論
」
第
八
巻
第
九
号

雄
山
閣

「歴
史
公
論
」
第
八
巻
第
九
号

雄
山
閣

「古
代
研
究
」
第
二
四
号

(財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
考
古
学
研
究
室

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
一
号

奈
良
大
学

「考
古
地
理
学
」
第
二
巻

古
代
都
市

学
生
社

「季
刊
考
古
学
」
第
二
号

雄
山
閣

三
重
県
教
育
委
員
会
斎
宮
調
査
事
務
所

・
三
重
県
明
和
町

「文
化
財
学
報
」
第
二
集

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

「
日
本
歴
史
地
名
大
系
歴
史
地
名
通
信
」
第

一
五
号

平
凡
社

「
日
本
学
」
第
二
号

名
著
出
版

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
二
号

奈
良
大
学

「東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
」
第
三
八
号

大
和
書
房
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群
集
墳
の
諸
問
題

都
市
開
発
と
文
化
財
保
護

山
内
石
塔
群
理
解
の
た
め
の
二

・
三
の
提
言

想
青
籠
記

初
叢

奈
良
朝
貴
紳
の
墳
墓
の
占
地

近
世
の
地
鎮

・
鎮
壇

古
代
人
の
信
仰

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
の
意
義

想
青
籠
記

壼
叢

招
福

・
除
災
1
そ

の
考
古
学
ー

岡
田
山
古
墳
銀
象
嵌
銘
大
刀
に
遊
ぶ

借
地
文

の
世
界
に
1
中
国
産
育
慣
行

の
受
容
を
め
ぐ

っ
て
ー

紙
魚
想
考

(1
)

驚
風
虫
鎮
呪
儀

の
世
界

荒
神
谷
青
銅
器
群

は
倭
国
が
配
布
し
た
も

の
で
あ
る

鬼
神
と
人
と
そ

の
動
き
1
招
福
除
災

の
ま
じ
な
ひ
に
1

呪

の
文
学
誌
-

呪
句

・
呪
文

・
呪
歌

へ
の
照
射

古
墳

の
形
態
と
規
模

の
語
る
も

の

紙
魚
想
考

(
2
)

姑
蘇
啄
磨
耶
啄
1
そ
し
て
虎
頭
と

中
世
i

そ
の
葬
と
祭
と

な
ぜ
、
前
方
後
円
墳
な

の
か

対
談

天
皇
陵
を
考
え
る

(白
石
太

一
郎
と
共
著
)

昭
和
五
九
年

一
月

昭
和
五
九
年

一
月

昭
和
五
九
年

三
月

昭
和
五
九
年

一二
月

昭
和
五
九
年

一
一
月

昭
和
五
九
年

七
月

昭
和
五
九
年

一
〇
月

昭
和
五
九
年

一
一
月

昭
和
五
九
年

一
二
月

昭
和
六
〇
年

三
月

昭
和
六
〇
年

三
月

昭
和
六
〇
年

一
〇
月

昭
和
六
〇
年

一
二
月

日召 日召 昭H召H召 日召 口召 日召 日召 日召

禾ロ 禾日 禾ロ 禾ロ 禾口 禾日 禾口 禾日 禾口 禾日
⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥_L▲ ⊥ ⊥ ⊥
ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

二
月

二
月

三
月

六
月

八
月

一
二
月

一
月

三
月

五
月

六
月

「帝
塚
山
考
古
学
」
第
四
号

帝
塚
山
考
古
研
究
所

「都
市
問
題
研
究
」
第
三
六
巻
第

一
号

都
市
問
題
研
究
会

『宮
崎
学
園
都
市
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
第

一
集
山
内
石
塔
群
』

宮
崎
県
教
育
委
員
会

「
文
化
財
学
報
」
第
三
集

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

「郵
政
考
古
紀
要
」
第
九
号

大
阪
郵
政
考
古
学
会

「古
代
研
究
」
第
二
八

・
二
九
合
併
号

(財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
考
古
学
研
究
室

「歴
史
読
本
」
第
九
巻
第
四
号

新
人
物
往
来
社

「季
刊
考
古
学
」
第
九
号

雄
山
閣

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
三
号

奈
良
大
学

「国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
第
七
集

本
編

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「元
興
寺
文
化
財
研
究
」
第
二
〇
集

(財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

「東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
」
第
四
五
号

大
和
童
旦
房

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
四
号

奈
良
大
学

「長
野
県
考
古
学
会
誌
」
第
五
〇
号

長
野
県
考
古
学
会

「歴
史
読
本
」
第
三

一
巻
第
六
号

新
人
物
往
来
社

「
文
化
財
学
報
」
第
四
集

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

「
日
本
学
」
第
七
号

名
著
刊
行
会

「季
刊
考
古
学
」
第

一
六
号

雄
山
閣
出
版

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
五
号

奈
良
大
学

「東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
」
第
五
〇
号

大
和
書
房

「文
化
財
学
報
」
第
五
集

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

「考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
二
七
六
号

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

「歴
史
読
本
」
第
三
二
巻
第

一
二
号

新
人
物
往
来
社
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蘇
民
将
来
と
そ
の
世
界

埴
輪
の
意
義

埴
輪

の
配
置

今
日

・
こ
の
ご
ろ

「女
性
論
」
の
考
古
学

「三
宝
荒
神
符
と
天
中
の
呪
句
」
補
考

古
代
刀
剣
に
見
る
天
皇
家
と
道
教
世
界

「金
貴
大
徳
の
呪
句
と
埋
井
の
呪
儀
」
補
考

犬
字
奉
書
の
呪
的
環
境

仁
徳
天
皇
と
仁
徳
陵
古
墳

中
世

[ま
じ
な
ひ
世
界
」
に
鬼
を
読
む

藤
ノ
木
古
墳
の
被
葬
者
-
膳
氏

薄
明
の

「竹
生
島
」
は
1
古
代
の
竹
生
島
信
仰
を
探
る
1

魑
魅
魍
魎

・
鬼

鬼

鬼

鬼

鬼

古
代
の
呪
術
に
つ
い
て

草
戸
千
軒
町
遺
跡
と
赤
間
石
硯
と

世
界
三
大
古
墳
を
知
る

「仁
徳
天
皇
陵
古
墳
」

紙
魚
想
考

(
3
)

道
教
と
ま
じ
な
ひ
1
東
ア
ジ
ア

・
日
本
に
お
け
る
交
流
-

島
国
の
原
像

道
行
の
聖
地

・
霊
場

王
権
継
承
の
考
古
学

・
事
始
め

弥
生
国
家
-
倭
国
と
そ
の
構
造

「
三
輪
山
」
の
考
古
学

石
馬

・
石
人
-
九
州

・
淀
江

・
畿
内
を
結
ぶ
も
の
ー

昭
和
六
二
年

八
月

昭
和
六
二
年

八
月

昭
和
六
二
年

八
月

昭
和
六
二
年

一
一
月

昭
和
六
二
年

一
二
月

昭
和
六
三
年

七
月

昭
和
六
三
年

一
二
月

昭
和
六
三
年

一
二
月

元
年

三
月

元
年

三
月

元
年

四
月

元
年

五
月

元
年

七
月

平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平
成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成

二 二 二 〇__0__0兀 兀

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

三 〇 一 〇 七 四 三 三 三 三 二 〇
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

「
四
日
市
市
史
研
究
」
創
刊
号

四
日
市
市

「季
刊
考
古
学
」
第
二
〇
号

雄
山
閣
出
版

「季
刊
考
古
学
」
第
二
〇
号

雄
山
閣
出
版

「考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
二
八
三
号

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
六
号

奈
良
大
学

「草
戸
千
軒
」
第

一
六
巻
第
四
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

「歴
史
読
本
」
第
三
三
巻
第

一
二
号

新
人
物
往
来
社

「草
戸
千
軒
」
第

一
六
巻
第
九
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
七
号

奈
良
大
学

『世
界
臣
大
古
墳
国
際
会
議
プ
レ
会
議
』

堺
市
制
㎜
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会

「郵
政
考
古
紀
要
」
第

一
四
号

大
阪
郵
政
考
古
学
会

「歴
史
と
旅
」
第

一
六
巻
第
七
号

秋
田
書
店

「湖
国
と
文
化
」
第
四
八
号

(財
)
滋
賀
県
文
化
体
育
振
興
事
業
団

「草
戸
千
軒
」
第

一
七
巻
第
七
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

「歴
史
地
理
」
第
四

一
二
号

山
川
出
版

「草
戸
千
軒
」
第

一
七
巻
第

一
二
号

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『世
界
巨
大
古
墳
国
際
会
議

資
料
集
』

堺
市
制
㎜
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
八
号

奈
良
大
学

「文
化
財
学
報
」
第
八
集

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

「日
本
文
明
史
」
第
二
巻

文
明
の
土
壌

角
川
書
店

「仏
教
」
第

一
二
号

法
蔵
館

「
D
O
」
M
E
N
」
第
四
号

ビ
ジ
ュ
ア
ル

・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

「郵
政
考
古
紀
要
」
第

一
七
号

大
阪
郵
政
考
古
学
会

「大
美
和
」
第
八
〇
号

三
輪
明
神

大
三
輪
神
社

「奈
良
大
学
紀
要
」
第

一
九
号

奈
良
大
学
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前
方
後
円
墳
は
王
権
継
承
の
場

古
代
の

「音
色
」
を
掘
る

葬
と
ま
じ
な
ひ
1
入
棺
以
前
ー

曳
覆
曼
茶
羅
と
三
つ
の
学
恩

小
児
の
夜
喘
き
と
呪
法

一
の
谷
中
世
墳
墓
群
遺
跡
の
構
造

「天
皇
陵
」
総
覧

邪
馬
台
国
ー
そ
れ
は
大
和

朝
鮮
人
街
道
と
埋
蔵
文
化
財

「三
寅
剣
」
剣
名
孜

福
岡
城
跡
発
見
の
地
鎮
鎮
壇
資
料

千
観
僧
都
と
日
想
観

渡
来
人
の
墳
墓

(再
録
)

金
銀
象
嵌
装
飾
刀
剣

「
三
寅
剣
」

中
世
都
市
と
ま
じ
な
ひ

産
育
呪
儀
三
題

(1
)

古
墳
時
代
研
究
と
自
然
科
学

科
学
が
説
き
あ
か
す
古
墳
時
代

最
近
の
発
掘
成
果
と
日
本
古
代
史
の
新
視
点

古
墳
時
代
の
ま
つ
り
と
時
代
精
神

原
始
古
代
人
の
精
神
世
界

人
体
機
能
と
ま
じ
な
ひ

上
淀
廃
寺
を
復
元
す
る

産
育
呪
儀
三
題

(
2
)

「女
王
国
」
論

(
1
)

平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平
成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成

八 八 八 八 七 七 七 七 七 七 六 六 六 六 六 六 六 五 五 五 五 五 五 四 三
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

三 三 三 三 二 ニ ー ○ 〇 三 二 〇 九 八 三 三 三 〇 七 七 三 三 三 三 六
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

「
歴
史
街
道
」

P
H
P
研
究
所

「
平
出
考
古
博
物
館
ノ
ー
ト
」
第
五
号

平
出
遺
跡
考
古
博
物
館

「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
第
四
九
集

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「吉
川
弘
文
館

の
新
刊
」
第
四
四
号

吉
川
弘
文
館

「奈
良
大
学
紀
要
」
第
二
二
号

奈
良
大
学

『
一
の
谷
中
世
墳
墓
遺
跡
』
本
文
編

磐
田
市
教
育
委
員
会

「歴
史
読
本
特
別
増
刊
事
典
シ
リ
ー
ズ
」

一
九

新
人
物
往
来
社

「
N
E
W
T
O
N
」
第

一
三
巻
第

一
一
号

教
育
社

『歴
史
の
道
調
査
報
告
-
朝
鮮
人
街
道
』

滋
賀
県
教
育
委
員
会

「研
究
紀
要
」
第

一
号

四
日
市
市
立
博
物
館

『鴻
櫨
館
跡
』
四

福
岡
市
教
育
委
員
会

「園
城
寺
」
第
八
八
号

園
城
寺

「歴
史
読
本
」
第
三
九
巻
第

一
八
号

新
人
物
往
来
社

「文
化
財
信
濃
」
第
二

一
巻
第
二
号

長
野
県
文
化
財
保
護
協
会

「
歴
史
読
本
」
第
三
九
巻
第
二

一
号

新
人
物
往
来
社

「文
化
財
学
報
」
第

一
四
号

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

「考
古
学
と
自
然
科
学
」
第
三
〇

・
三

一
号
合
併
号

日
本
文
化
財
科
学
会

「
日
本
文
化
財
科
学
会
会
報
」
第
三
〇

・
三

一
号

日
本
文
化
財
科
学
会

「歴
史
読
本
」
第
四
〇
巻
第

一
一
号

新
人
物
往
来
社

「歴
史
読
本
」
第
四
〇
巻
第

一
二
号

新
人
物
往
来
社

コ
房
総
風
土
記
の
丘
年
報
」
第

一
八
号

房
総
風
土
記
の
丘

「人
間
文
化
」
第

一
〇
号

東
海
学
園
女
子
大
学

『古
代
日
本
海
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集
』

鳥
取
県

「文
化
財
学
報
」
第

一
五
号

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

「奈
良
大
学
大
学
院
紀
要
」
第

一
号

奈
良
大
学
大
学
院
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卑
弥
呼
の
鬼
道

都
市
の
座
標

・
上
町
台
地

「女
王
国
」
論

(
2
)

天
正
六
年
七
月
廿
日

「多
聞
院
日
記
」

多
聞
院
英
俊
と
そ
の
時
代

多
聞
院
日
記
-
興
福
寺
を
歩
く

古
代
の
大
阪
湾
岸
開
発

峯
ヶ
塚
古
墳
の
歴
史
的
意
義

(
上

)

二

一
世
紀
の
文
化
財
科
学

古
代
の
山
寺
と
大
和
波
峠
廃
寺
跡
と

多
聞
院
日
記
に
見
る
重
源
像

多
聞
院
日
記
-
興
福
寺
を
歩
く

呪
符
は
秘
中
の
秘

(下

)

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば

流
廃
寺
跡
発
見
金
銀
象
嵌
鉄
剣
の
性
格

継
体
天
皇
と
そ
の
陵
墓

・
今
城
塚
古
墳

の
中
の

一
日

平
成

八
年

一
〇
月

平
成

八
年

一
〇
月

平
成

九
年

三
月

平
成

一
〇
年

三
月

平
成

=
二
年

三
月

平
成

一
三
年

六
月

平
成

一
四
年

二
月

平
成

一
四
年

三
月

平
成

一
四
年

三
月

平
成

一
四
年

三
月

平
成

一
四
年

三
月

平
成

一
四
年

六
月

平
成

一
五
年

三
月

平
成

一
五
年

三
月

平
成

一
五
年

三
月

平
成

一
五
年

四
月

「歴
史
と
旅
」
平
成
八
年

一
二
月
号

秋
田
書
店

「季
刊
S
O
F
T
」
第
二

一
号

大
阪
市
都
市
協
会

「奈
良
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
二
号

奈
良
大
学
大
学
院

「文
化
財
学
報
」
第

一
六
号

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

『多
聞
院
英
俊
の
時
代
ー
中
世
と
は
何
で
あ

っ
た
の
か
ー
』

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

[多
聞
院
英
俊
の
時
代
」
実
行
委
員
会

「
近
畿
文
化
」
第
六
号

大
和
文
化
会

「
火
力
原
子
力
発
電
」
第
五
三
巻
第
二
号

火
力
原
子
力
発
電
技
術
協
会

『史
跡
古
市
古
墳
群
峯
・ヶ
塚
古
墳
後
円
部
発
掘
調
査
報
止呈
日』

羽
曳
野
市
教
育
委
員
会

「
日
本
文
化
財
科
学
会
会
報
」
第
四
二

・
四
三
合
併
号

日
本
文
化
財
科
学
会

『大
和
波
峠
廃
寺
跡
事
業
報
告
書
』

湖
西
市
教
育
委
員
会

『重
源
の
み
た
中
世
-
中
世
前
半
期
の
本
質
i
』

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「重
源
の
み
た
中
世
」
実
行
委
員
会

「近
畿
文
化
」
第
六
三

一
号

大
和
文
化
会

『中
世
の
諸
職
-
考
古
学
が
語
る
中
世
の
技
術
ー
』

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「中
世
の
諸
職
」
実
行
委
員
会

『平
泉
町
第
三
回
世
界
遺
産
報
告
書
』

平
泉
町

『流
廃
寺
跡
金
銀
象
嵌
鉄
剣
科
学
調
査
報
告
書
』

棚
倉
町
教
育
委
員
会

「近
畿
文
化
」
第
六
四

一
号

大
和
文
化
会
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